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質
問
　
 堆
  肥
 セ
ン
タ
ー
は
当
初

た
い
 
ひ

か
ら
エ
コ
フ
ァ
ー
ム
山
田
を
指

定
管
理
者
と
し
て
指
定
し
て
い

る
が
、
そ
の
運
営
状
況
は
。
ま

た
、
今
後
の
肥
育
頭
数
の
推
移

と
肥
育
形
態
は
。

沼
崎
町
長
　
運
営
状
況
は
、　16

年
、　

年
は
損
失
計
上
し
て
い

17

る
が
、　

年
に
は
利
益
を
計
上
、

18

　
年
に
は
飼
育
頭
数
の
減
に
伴

19い
、
損
失
を
計
上
し
た
。　

年
20

に
は
、
原
料
搬
入
不
足
に
も
か

か
わ
ら
ず
、
製
品
の
高
付
加
価

値
化
と
大
幅
な
コ
ス
ト
削
減
に

よ
り
利
益
を
計
上
し
た
。　

年
21

へ
繰
り
越
す
未
処
理
損
失
金
は

2
7
3
万
円
と
な
っ
て
い
る
。

　
肥
育
頭
数
の
推
移
に
つ
い
て

は
、
毎
年
2
月
1
日
に
調
査
し

用
お
よ
び
解
体
は
町
の
負
担
で

行
う
」
こ
と
で
合
意
し
、
土
地

の
譲
渡
価
格
に
つ
い
て
は
、
双

方
が
不
動
産
鑑
定
評
価
を
持
ち

寄
り
協
議
を
進
め
て
い
る
と
こ

ろ
で
あ
る
。

　
現
在
の
状
況
は
、
土
地
の
譲

渡
価
格
と
建
物
解
体
費
、
設
備

品
の
撤
去
費
、
合
同
公
舎
の
取

り
扱
い
な
ど
に
つ
い
て
、
さ
ら

に
協
議
を
進
め
て
い
る
と
こ
ろ

で
あ
る
。
取
得
後
の
利
活
用
に

つ
い
て
は
協
議
が
整
い
し
だ
い

検
討
し
て
い
き
た
い
。

質
問
　
　
年
秋
ご
ろ
、
旧
山
田

07

病
院
跡
地
の
譲
渡
交
渉
に
つ
い

て
は
、
県
医
療
局
と
の
協
議
が

最
終
段
階
に
入
っ
て
い
る
と
の

説
明
が
あ
っ
た
。
そ
の
後
、
医

師
確
保
問
題
な
ど
で
協
議
が
立

ち
消
え
に
な
っ
て
い
る
感
が
あ

る
が
、
現
在
の
交
渉
経
過
と
内

容
は
ど
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る

か
。
ま
た
、
譲
渡
後
の
利
活
用

に
つ
い
て
検
討
し
た
か
。

沼
崎
町
長
　
県
医
療
局
と
は

「
土
地
は
有
償
譲
渡
、
建
物
は

無
償
譲
渡
と
し
、
建
物
の
再
利

て
お
り
、　

年
は
肥
育
農
家
数

16

　
戸
1
6
9
6
頭
で
あ
っ
た
も

13の
が
、　

年
に
は
8
戸
3
3
4

21

頭
ま
で
落
ち
込
ん
だ
。
し
か
し

な
が
ら
、
本
年
3
月
か
ら
国
内

最
大
の
肉
用
牛
生
産
会
社
の
黒

毛
和
牛
預
託
事
業
を
導
入
し
、

全
農
系
統
の
Ｆ
1
（
交
雑
種
）

事
業
も
開
始
さ
れ
、
8
月
末
現

在
7
8
6
頭
ま
で
回
復
し
、
来

月
に
も
1
5
0
頭
前
後
が
新
た

に
導
入
さ
れ
る
予
定
で
あ
る
。

　
肥
育
形
態
に
つ
い
て
は
、
預

託
元
か
ら
子
牛
が
導
入
さ
れ
、

出
荷
ま
で
の
間
肥
育
す
る
こ
と

に
な
る
。
料
金
に
つ
い
て
は
、

契
約
に
定
め
ら
れ
た
内
容
で
農

家
に
支
払
わ
れ
る
預
託
方
式
を

と
っ
て
い
る
。

三ヶ尻隆雄議員

畜
産
振
興 ８月末現在７８６頭まで回復

肥育頭数の推移は

不
動
産
鑑
定
評
価
を
持
ち
寄
り
協
議
中

譲
渡
交
渉
の
経
過
と
内
容

旧山田病院

議員８人が一般質問

旧山田病院跡地の早期利活用が期待されます


